2005年1月19日
信越化学工業株式会社

オランダ・シンエツＰＶＣ社工場増設について

１）信越化学工業㈱（社長：金川千尋）は塩化ビニル樹脂（ＰＶＣ）のヨーロッパでの生産・販売拠点、100％子会社のシンエツＰＶＣ社（※Shin‐Etsu　PVC　B.V.、オランダ、社長：荒井文男）において、同社のオランダ・Pernisの工場の塩化ビニル樹脂の生産能力を年産３５万トンから４５万トンへ増強する。工事は近々に着手した後２段階に分けて進め、最終的には2006年10月の完成を予定している。今回の増設計画に要する投資金額は50百万 Euro（約70億円）を予定している。
２）信越化学は1999年末にシェルケミカルとアクゾノーベルが保有をしていたＶＣＭ／ＰＶＣ事業を買収し、2000年１月よりシンエツＰＶＣ社として生産・販売を開始し、当初より信越グループの収益に貢献してきている。今後も欧州ではＰＶＣの需要が伸びる見込みから、工場の増設に着手するもの。シンエツＰＶＣ社の現在の生産能力は、生産委託先のフィンランド・Neste社の９万トンを含め年産４４万トン。今回オランダ・Pernisの工場を拡充し更に生産効率を上げることで、シンエツＰＶＣ社としての生産能力を年産５４万トンまで増強する。

３）なおシンエツＰＶＣ社では、既に一昨年11月に塩化ビニルモノマー（ＶＣＭ）の生産能力を年産５０万トンから６２万トンへ増設している。

４）シンエツＰＶＣ社は、欧州の顧客ニーズを的確にとらえ、強力な販売力で、過去四年間ほぼフル生産・販売を続けてきており、今回の増設後、更なるＰＶＣの増設も視野に入れている。

５）欧州ではＰＶＣは上下水道用パイプ等に加え、省エネ対策用として断熱性が求められる窓枠などで今後も堅調な伸びが見込まれている。

６）信越化学は米国、欧州、日本の三極体制でＰＶＣ生産を行っており、生産能力は現在合計３２３万トンに達する世界最大のメーカーである。なお当社は直近では、米国の子会社・シンテック社のＰＶＣ生産能力を2006年、2007年の２段階に分けて２０４万トン／年から２６４万トン／年へと増強する、電解、ＶＣＭ、ＰＶＣの大型一貫工場の建設を発表している。

　※Shin‐Etsu PVC B.V.：ＶＣＭ工場：Botlek（オランダ・ロッテルダム郊外）

　　　　　　　　　　　　 ＰＶＣ工場：Pernis（オランダ・ロッテルダム郊外）

　　　　　　　　　　　　　　　　→両工場は７ｋｍほど離れた位置関係にある。

以上

この件に関するお問い合わせは

信越化学工業株式会社　広報部　中村、小石川

Tel０３－３２４６－５０９１までお願い致します
